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施策の概要

小松久志

2-4

この施策の主
な内容（細施
策）

地産地消や農地の保全を進め、都市型農業の活性化を図る。
計画的な造林や育林を進め、森林の適切な保全を図る。
外来魚の駆除や漁業資源の育成を進め、諏訪湖の漁業振興を図る。

担当部課 課等

有利に働
くもの

　国の森林環境税及び森林環境譲与税の創設、県の森林税の継続
　新規就農者（若手）、規模拡大計画者（若手後継者）が出始めたこと

岡谷市の
強み

　農林水産業が主要産業ではないなかで、意欲を持った団体及び農業経営者などが活発な取組
を行っている。

岡谷市の
弱み

　農林業従事者及び土地所有者の高齢化、担い手不足
　市街化が進み小規模な農地が点在している割合が多い

農林漁業の振興 コード

(1)農業の振興 (2)林業の振興 (3)漁業の振興

指標説明

施策名

産業振興部 農林水産課

第４次総合計
画におけるこ
の施策の目的

③

　農業振興では、サポートファーム（栽培指導者付き市民農園）の実施、農業フェスティバル等の開催、直売所の
活性化や学校給食への地元農産物の提供等に継続して取り組んだことにより、農業への理解と底辺拡大、地産地消
の促進が図られた。また、農地の現況調査による利用意向調査の実施及び農地貸し借り相談会の開催の他、耕作放
棄の要因となる鳥獣被害の対策として、防除柵の設置支援他により、遊休農地拡大の抑制が図られた。
　林業振興では、国・県補助の動向等により、前年度に続き指標としての民有林の間伐面積は低調となったが、間
伐他の森林整備は経営計画等に従い実施されており森林の適切な保全が図られた。また、林道の橋梁架替事業に着
手するなど基盤整備が図られた。
　水産業振興では、ワカサギ等の種苗放流、魚食性鳥類の追払い等により、水産資源の回復が図られた。

57.8

指標説明

99.1%

　気候の変化（温暖化、集中豪雨など）

67.7

元年度
目標値(第5次)

11.7

28年度

市内民有林の年間間伐面積。指標の増減により森林整備の進捗が確認できる。

実績値

57.6

130.067.7%

②

●施策の評価（CHECK）

●施策の実施内容（DO）

実績値 達成率 目標値(第5次前期)実績値

57.1

施策指標名

遊休農地面積

30年度

元年度(予算)

＊項目6より「直接事業費」「人件費」の合計を自動表示

77,440

86.5民有林年間間伐面積 ha

年度30

１次評価日（課長等）

２次評価日（部長等）

評価対象年度 平成

作成者

施策指標の達成状況

57.5

施 策 評 価 表

＊第4次総合計画（最終年度：平成30年度）における目標指標の達成状況、第5次総合計画(前
期計画：令和5年度)における目標値

5年度29年度
単位

目標値

指標説明

-

①

施策の現状評価 ＊30年度に施策の目的がどこまで達成できたか、施策の進行状況に関する順調／不調の判断

223,640 329,349

59.9

211,506

今後の外部環境の変化 ＊令和2年度以降に予測される社会・経済などの環境変化のうち、この施策に具体的に影響する要因

不利に働
くもの

単位：千円

85,440

施策全体にかかる合計コストの推移

平成24年度実績数値60.0haを、平成30年度に58.0haに縮減することを目標とする。後期５ヵ年計画で2ha削減を目標とし、年平均
0.4haの遊休農地解消を目標とする。なお、第5次総合計画では、指標の基準を変更した。（農地調査による遊休農地面積）

100.0 130.0

6.7ha

29年度

246,648

126,066直接事業費

＊岡谷市の現状のうち、この施策にとって強み／弱みとなる要因

161,208 146,200 251,909

77,440

28年度 30年度

合計コスト

人件費 85,440

様式第６号

1



６

11,828

29年度
妥
当
性

成果指標新
規
事
業

元年度(予算)

事務事業名 29年度

人件費

●改善の内容（ACTION）／次年度の計画（PLAN）

－

方
向
性

継続して
実施

Ａ：
拡大

3,920

－

No

実
施
義
務

Ｂ：
現状
維持

Ｂ：
現状
維持

Ｂ：
現状
維持

－

継続して
実施

4,000

720
720
720

継続して
実施

4,000

継続して
実施

Ｂ：
現状
維持

－

Ｂ：
現状
維持

Ｂ：
現状
維持

28年度
29年度

直接事業費

元年度(予算)

28年度

30年度
元年度(予算)

30年度

16,000

28年度

11,629

Ｂ：
現状
維持

－

－

3,040
3,040

3,040

3,520

3,600

2,880

16,000
－ －

－

継続して
実施

継続して
実施

24,000
24,000

17

29,200

10,797

高い

Ｂ：
現状
維持

－
Ｂ：
現状
維持

11,591
12,054
14,859

5,264
5,167

29,200

優
先
度

8

あ
り

あ
り

－

10

7,936
7,820

5,950
1,706

1,228－

－

9,295

－

－

9

－

－

－

7

6

1
あ
り

2

4

3

5

あ
り

農業用施設管
理事業 －

あ
り

補助金交付件
数

－

－

30年度

農業委員会事
務 －

－

17
件

－

12

22

－

－

指標名 単位

農業振興事業

－

－

－

1,440

1,840

－

あ
り

あ
り

あ
り

－
－
－

29,200

2,000

1,840

4,000－

分収造林事業 －

3,040

2,880

5,378

－

1,840

2,400農道水路管理
事業

144

あ
り

－
124

139

－

継続して
実施

継続して
実施

継続して
実施

継続して
実施

－

－

7,400

4,000

－

－

9,936

1,406
3,840

720

19,640
1,504

1,406
1,462

3,840

8,955

2,328

－

1,125

1,254

1,840

1,840
3,663

2,204

－
9,936

14,537
9,587

市有林整備事
業

林業総務管理
事務

3,200

2,921
6,935

－

－ 9,417

－
4,218

－

－
－

9,214
17,176

あ
り

－

5,301

％

1,600
－

＊方向性が「継続」の事業についてA～Cを、「新規事業」の事業についてAをランク付
け。方向性が廃止、完了、統合となっている場合は「-」を付する。

進捗率
農道水路整備
事業

1,440

29,200

－

－

－

－

内
部

林務管理事業

内
部

－

市有林管理事
業

2,400

内
部

＊優先して実施する分野＝優先度がA・Bの事業：拡大する事業や新規事業の内容、優先的に実施する理由
＊見直しを行う分野　　＝優先度がC・Dの事業：見直しの内容、見直しや廃止をする理由

7,584
7,009

2,400
－

直接事業費・人件費の単位：千円

内
部

建
設

 ●基本的な考え方

 ●令和2年度の優先度

優先し
て実施
する分
野

　松くい虫防除対策の推進
　農業用施設等の長寿命化計画にかかる個別施設計画の策定及び整備
　林地台帳の整備
　未整備森林の整備促進
　特産農産物の検討

　川岸地区山林火災復旧事業の進捗による森林経営計画の検討及び復旧組織体制の検討。

令和2年度　施策を構成する事務事業の方向性

見直し
を行う
分野

内
部

内
部

様
　
　
式

内
部

一
般

内
部

2



29年度
妥
当
性

成果指標新
規
事
業

元年度(予算)

事務事業名 29年度

人件費
方
向
性

No

実
施
義
務

28年度
29年度

直接事業費

元年度(予算)

28年度

30年度
元年度(予算)

30年度

28年度 優
先
度30年度

指標名 単位

＊方向性が「継続」の事業についてA～Cを、「新規事業」の事業についてAをランク付
け。方向性が廃止、完了、統合となっている場合は「-」を付する。

直接事業費・人件費の単位：千円 ●令和2年度の優先度

様
　
　
式

13 －

－

松くい虫防除
対策事業

あ
り

内
部

12

5,654
33,124

99,050

8,749

7,950

あ
り

1,920

20

16
あ
り

17
あ
り － －

－

4,000

800

－
－ －

4,061

－
－

Ａ：
拡大

19

－ 新規事業

－

Ｂ：
現状
維持

継続して
実施高い

940

－ －
－

240

39,663

940

940
25,914

3

2

継続して
実施－

－

3,600

48,200
32,748 3,600

Ｃ：
見直
し

15
あ
り 水産振興事業

一
般

240
240
240

補助金交付件
数

件

2

3
940

14
あ
り 林業振興事業

3,200
－ －

－

－

内
部

Ｂ：
現状
維持

－

960

継続して
実施

10,909

960

1,680

960

960

Ｂ：
現状
維持

Ｂ：
現状
維持

継続して
実施

継続して
実施

8,777

Ｂ：
現状
維持

継続して
実施－

2,000
2,000

880
－

－
－ 6,191

5,593

－

－

18

－
6,764
4,578

－

進捗率 ％

168
170
189

－

－

11 －
2,400あ

り －

内
部

内
部

－ 8,749

8,739
1,680

－

－

2,000

2,052
23,166

－

－

－
－

水源の森保全
事業

3,200
3,200

2,372
3,200

－

－

川岸地区山林
火災復旧事業

3,200

林道等管理事
業

林道整備事業

R
0
1
新
規

内
部

建
設

3


